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新奇環境汚染物質の環境動態解析ならびに生体影響評価

教授 大浦 健

環境化学基礎、環境分析化学、機器分析化学、
環境汚染科学特論（大学院）

環境分析化学研究室

 環環境境分分析析 ～環境中の化学物質汚染を探る～

 生生体体影影響響評評価価 ～化学物質曝露によるリスク評価～

大気、底質、マイクロプラス
チックなど様々な環境試料を
採取

環境汚染物質を定量分析し、汚染実態や発生
源を明らかにする

マウスや細胞を用いて環境化学物質の毒性評価
環境汚染物質のダイオキシン受容体活性化能
に対する構造活性相関解析
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遺伝子組み換え酵母による
バイオアッセイ

様々な分析手法を
学ぶことができる

分析装置

 環環境境動動態態解解析析 ～化学物質の環境運命を探る～

ソーラーシミュレーター
による環境汚染物質の
光化学反応試験

気塊の流跡線解析
ネットワーク解
析による環境汚
染物質の動態
解析
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